
（
研
修
の
課
程
）

（
研
修
の
課
程
）

第
二
十
二
条
の
二
十
三

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
研
修
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
二
条

の
二
十
九
ま
で
に
お
い
て
「
研
修
」
と
い
う
。）の
課
程
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
及
び
生
活
援
助
従
事

者
研
修
課
程
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
三

令
第
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
研
修
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
二
十
二
条
の
二
十
九
ま

で
に
お
い
て
「
研
修
」
と
い
う
。）の
課
程
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
証
明
書
の
様
式
）

（
証
明
書
の
様
式
）

第
二
十
二
条
の
二
十
五

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
五

令
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

（
指
定
の
申
請
）

（
指
定
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
二
十
六

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
事
業
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又
は
書
類
を
、当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地（
講
義
を
通
信
の
方
法
に
よ
っ

て
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
の
二
十
六

令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
事
業
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
又
は
書
類
を
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
（
講
義
を
通
信
の
方
法
に
よ
っ

て
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
業
所
の
所
在
地
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
介
護
員
養
成
研
修
の
指
定
の
基
準
）

（
介
護
員
養
成
研
修
の
指
定
の
基
準
）

第
二
十
二
条
の
二
十
七

令
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ロ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
研
修
の
課
程
の
区
分
に
応
じ
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
と
す
る
。

第
二
十
二
条
の
二
十
七

令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程

一

修
業
年
限
は
、
お
お
む
ね
八
月
以
内
で
あ
る
こ
と
。

イ

修
業
年
限
は
、
お
お
む
ね
八
月
以
内
で
あ
る
こ
と
。

二

研
修
の
内
容
は
、
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

研
修
の
内
容
は
、
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

前
号
に
規
定
す
る
研
修
の
内
容
を
教
授
す
る
の
に
必
要
な
数
の
講
師
を
有
す
る
こ
と
。

ハ

ロ
に
規
定
す
る
研
修
の
内
容
を
教
授
す
る
の
に
必
要
な
数
の
講
師
を
有
す
る
こ
と
。

四

講
師
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
者
で
あ
る
こ
と
。

ニ

講
師
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
者
で
あ
る
こ
と
。

五

実
習
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
に
規
定
す
る
研
修
の
内
容
を
満
た
す
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な

施
設
を
実
習
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
。

ホ

実
習
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
規
定
す
る
研
修
の
内
容
を
満
た
す
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
施

設
を
実
習
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
。

六

実
習
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
実
習
施
設
に
お
け
る
実
習
に
つ
い
て
適
当
な
実
習
指
導
者
の
指
導
が
行

わ
れ
る
こ
と
。

ヘ

実
習
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
実
習
施
設
に
お
け
る
実
習
に
つ
い
て
適
当
な
実
習
指
導
者
の
指
導
が

行
わ
れ
る
こ
と
。

二

生
活
援
助
従
事
者
研
修
課
程

イ

修
業
年
限
は
、
お
お
む
ね
四
月
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ロ

研
修
の
内
容
は
、
第
二
十
二
条
の
二
十
三
第
二
項
に
規
定
す
る
基
準
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ハ

ロ
に
規
定
す
る
研
修
の
内
容
を
教
授
す
る
の
に
必
要
な
数
の
講
師
を
有
す
る
こ
と
。

ニ

講
師
は
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
課
程
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
者
で
あ
る
こ
と
。

ホ

実
習
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
規
定
す
る
研
修
の
内
容
を
満
た
す
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
施

設
を
実
習
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
。

ヘ

実
習
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
実
習
施
設
に
お
け
る
実
習
に
つ
い
て
適
当
な
実
習
指
導
者
の
指
導
が

行
わ
れ
る
こ
と
。

２

講
義
を
通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
研
修
に
あ
っ
て
は
、前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
定
め
る
基
準
の
ほ
か
、

次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

講
義
を
通
信
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
研
修
に
あ
っ
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）
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